
訂正とお詫び 

小 5 算数 2016 年 1 月実施 統一合判  

５の問題中に示されているアルファベット「Ｂ」が線対称としても判断でき

るフォントで印字されております。そのため、５⑴、５⑶につきまして、 

以下の解答を正解とさせていただきます。 

５⑴ 14 もしくは 15 

５⑶ 5 もしくは 4 

 

受験生、保護者、また、関係者の方々に多大なご迷惑をおかけしたことを

心からお詫び申しあげます。 

 

首都圏中学模試センター 

教務部 

 



小学5年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2） （3）

21 22 23

2

26 27 28

3

33 34 35

4

36 37 38

5

39 40 41

6

42 43 44

7

45 46 47

8

48  49 50

29 30 31

2524

（配点）各 5 点×30　計150点

度 度 cm2

cm2 ％

cm3

cm3

秒速　　　　　　　　　　　m

cm3

通り 分

cm3

個 個 個

分速　　　　　　　　　　　m

通り 通り 通り

（1） （2） （3）

（1） （2） （3）

（1） （2） （3）

（4） （5） （6）

％

32

（7）

（4） （5）

（1） （2） （3）

（1） （2） （3）

（1） （2） （3）

（3）（1） （2）

％g

625 21.1

157

20 72 5

120 10 25

11

235.5180 301.44

1530 6

30

8 12 704

14 7 5

70 11

45

320

4

4
3

2
11
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【解　説】

2（1）　（速さの単位）

時速72km → 時速72000m

　72000÷60＝（分速）1200（m）

　1200÷60＝（秒速）20（m）

（2）　（三角形の面積）

三角形の面積は「底辺×高さ÷2」

8×18÷2＝72（cm2）

（3）　（食塩水の濃度）

10÷（10＋190）＝0.05 →５（％）

（4）　（直方体の体積）

直方体の体積は「たて×よこ×高さ」なので、

4×5×6＝120（cm3）

（5）　（場合の数）

和が大きい方から整理すると

　12 → （６，６）

　11 → （６，５）、（５，６）

　10 → （６，４）、（５，５）、（４，６）

　  9 → （６，３）、（５，４）、（４，５）、（３，６）

よって、和が９以上になるのは10通り。

（6）　（速さ）

時間は「道のり÷速さ」なので、

1.5km → 1500m　1500÷60＝25（分）

（7）　（約束記号）

【 2，5 】＋【 4， 】−【 7，9 】＝24

（5−2）×3＝9、（9−7）×3＝6

9＋【 4， 】−6＝24

24＋6−9＝21　→　21÷3＝7 → ４との差が７になる数は11。

3 　（食塩水の濃度）

（1）　250×0.12＝30（g）

（2）　濃度９％の食塩水200gの中の食塩は、200×0.09＝18（g）

水100gを加えるので食塩水は、200＋100＝300（g）　になるので、

　18÷300＝0.06　→　６％

算数─解答と解説



（3）　できた濃度12％の食塩水（200＋300＝）500gの中の食塩は、500×0.12＝60（g）

濃度10％の食塩水300gの中の食塩は、300×0.1＝30（g）なので、

200gの食塩水Ｘの中の食塩は、60−30＝30（g）

よって、食塩水Ｘの濃度は、30÷200＝0.15　→　15％

4 　（柱体・すい体）

（1）　柱体の体積は「底面積×高さ」なので、

6×6÷2×10＝180（cm3）

（2）　4×4×3.14×6＝301.44（cm3）

（3）　すい体の体積は、底面の半径が５cm、高さが９cmの円柱の体積の 1
3 なので、

5×5×3.14×9× 1
3 ＝235.5（cm3）

5 　（線対称・点対称）

（1）　線対称な文字は次の14個。（点線は線対称の軸）

（2）　点対称な文字は次の７個。

（3）　線対称でも点対称でもあるものが４個。

線対称でも点対称でもないものが９個

よって、9−4＝5（個）

6 　（旅人算）

（1）　次郎くんは560mの道のりを８分間で進むので、

　560÷8＝70 → 分速70m

（2）　次郎くんは駅から学校まで片道8分かかるので、

　19−8＝11（分）

（3）　太郎くんが移動にかかった時間は、19−5＝14（分）

太郎くんの速さは、560÷14＝40 → 分速40m

よって、40×8＝320（m）

A

H I N O S X Z
H I O X
B F G J K
L P Q R

C D E
V W X Y

H I M O T UA

H I N O S X Z
H I O X
B F G J K
L P Q R

C D E
V W X Y

H I M O T UA

H I N O S X Z
H I O X
B F G J K
L P Q R

C D E
V W X Y

H I M O T U

560

y

0 8

次郎くん
太郎くん

x 19（分）

（m）
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7 　（角度・面積）

（1）　三角形ＡＡ'Ｂは正三角形なので、それぞれ

の角は60度。ここで点Ｂの●印の角度は直

線ＢＧで折り返す前後の角度で等しくなる。

よって、ｘは、60÷2＝30（度）

（2）　三角形ＡＢＧで角ＢＡＧは90度、角ＡＢＧ

は30度なので、角ＡＧＢは、

　180−（90＋30）＝60（度）…◆印

次に三角形ＡＡ'Ｄは辺ＡＡ'と辺ＡＤが等し

い二等辺三角形で角Ａ'ＡＤが30度なので、

角ＡＤＡ'は、（180−30）÷2＝75（度）

ここで色のついた三角形Ａ'ＤＧに注目すると、角Ａ'ＧＤは180−60×2＝60（度）、

角Ａ'ＤＧは75度なので

ｙは、180−（60＋75）＝45（度）

（3）　三角形Ａ'ＢＧは正三角形の半分の三角形な

ので、辺Ａ'Ｇの長さは辺ＢＧの長さの半分

になります。　8÷2＝4（cm）

また、色をつけた三角形Ａ'ＧＨは直角二等

辺三角形なので、辺Ａ'Ｇを底辺としたとき

の高さは辺Ａ'Ｇの長さの半分になります。

よって、4×2÷2＝4（cm2）

8 　（場合の数）

（1）　３秒後に頂点Ｆにいるためには、２秒後に頂点Ｂ、Ｃ、Ｄ、

Ｅのいずれかにいればよい。ここで２秒後に頂点Ｂにいる

移動のしかたは、「Ａ→Ｃ→Ｂ」「Ａ→Ｅ→Ｂ」の２通り。

頂点Ｃ、Ｄ、Ｅも同じ条件なので、

　2×4＝8（通り）

（2）　３秒後に頂点Ｃにいるためには、２秒後に頂点Ａ、Ｂ、Ｄ、

Ｆのいずれかにいればよい。

・頂点Ａの場合　「Ａ→Ｂ→Ａ」「Ａ→Ｃ→Ａ」「Ａ→Ｄ→Ａ」「Ａ→Ｅ→Ａ」の４通り

・頂点Ｂの場合　「Ａ→Ｃ→Ｂ」「Ａ→Ｅ→Ｂ」の２通り

・頂点Ｄの場合　「Ａ→Ｃ→Ｄ」「Ａ→Ｅ→Ｄ」の２通り

・頂点Ｆの場合　「Ａ→Ｂ→Ｆ」「Ａ→Ｃ→Ｆ」「Ａ→Ｄ→Ｆ」「Ａ→Ｅ→Ｆ」の４通り

よって、4＋2＋2＋4＝12（通り）

A

A’

G

x

y

E

B

D
H

F

C

A

A’

G

x

y

E

B

D
H

F

C

8cm

A

F

E D

CB
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（3）　点Ｐの６秒後の移動のしかたを、「頂点Ａを出発～３秒後までの移動のしかた」と「３秒後

～６秒後に頂点Ａにいる移動のしかた」のそれぞれに着目して考えます。

・点Ｐが３秒後に頂点Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅのいずれかにいる場合

　 ⑵と同様に考えると、出発してから３秒後に頂点Ｂ、Ｄ、Ｅにいる移動のしかたもそ

れぞれ12通りとなります。また、「３秒後に頂点Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅのいずれか～６秒後に

Ａにいる」移動のしかたもそれぞれ12通りあります。よって、この場合、点Ｐが６秒

後に頂点Ａにいる移動のしかたは、12×12×４＝576（通り）となります。

・点Ｐが３秒後に頂点ＡかＦのいずれかにいる場合

　 ３秒後に頂点Ａにいるためには、２秒後に頂点Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅのいずれかにいればよ

いので、⑴と同様に考えるとこの場合８通りとなります。また、「３秒後に頂点Ａ、Ｆ

のいずれか～６秒後に頂点Ａにいる」ような移動のしかたも８通りとなります。よって、

６秒後に頂点Ａにいる移動のしかたは、８×８×２＝128（通り）となります。

以上より、求める答えは、576＋128＝704（通り）となります。

　　　［別解］

（1）、（2）のように目的の１秒前にいる４つの頂点に達する場合の数の和を考えればよい

ので、スタートから順に場合の数を書き込んでいくと、

よって、６秒後に頂点Ａにいる移動のしかたは、

　176×4＝704（通り）

〈スタート〉 1 〈１秒後〉

1

1 1

1

〈２秒後〉 4

2

2 2

2

4
〈３秒後〉 8

8

〈４秒後〉 48

48

40

4012 4012

4012 12

〈５秒後〉 160

176

176 176

176

160
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小学５年  社会 ── 解答と解説

1
問２ 問３ 問４

21

問１

22 23 24

問４ 問５ 問６

問９問８問７問６

282726 29 30

問10

42 43 4441

36 38 403937

2

問７ 問８ 問９

問10

46 4745

問11

③ ⑥

Ａ

a b

Ｂ

3

問11

31

3533 34

問３問２問１

32

問11

62

問12 問13 問14

63 64 65

問15

66

問16 問17 問18

67 68 69

問８

6059

問９ 問10

61

問13 問14

51

（配点）
　  問７　４点
上記以外　各２点　計100点
3

問12

48

問15

49 50

問１ 問２ 問３ 問５問４

52 565553 54

57

58

問６ 問７

（ｍ）

（市）

（石器）

（倉庫）

（寺）

（政）

問５

25

道路が

（1） （2）

（1） （2）

（の制）

ウ 700 アイ ウ

山形 エイ ウ ア

ウ

イ 邪馬台国（やまたいこく） 卑弥呼（ひみこ）

エ イ打製（だせい）

ア エ

田げた（たげた） イ ウ高床（たかゆか）（式）

エ 土偶（どぐう） ア アエ

エ

東大正倉院（しょうそういん） イ

防人（さきもり）

院 イ ウ

荘園（しょうえん）

大輪田泊（おおわだのとまり）

ア エ

イ埴輪（はにわ）

冠位十二階
（かんいじゅうにかい）

エ ウ イ ア

ウ 　 　 　 　 　 ご ば ん 目 状

に つ く ら れ て い る 。

社会─解答と解説
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【解　説】

1　地形図に関する問題

問１　国土地理院発行の５万分の１の地形

図では、主曲線が20mおきに描
か

かれるよ

うに定められています。

問２　1.4cm×50000＝70000cm＝700mとな

ります。

問３　阿
あ

武
ぶ

隈
くま

川は福島県の南部に水
すい

源
げん

を発

し、郡山市や福島市を流れて宮
みや

城
ぎ

県の亘
わた

理
り

町で太平洋に注ぐ全長約235kmの川で

す。最上川は山形県、米代川と雄
お

物
もの

川は

秋田県を流れる川です。

問４　警
けい

察
さつ

署
しょ

は 、裁
さい

判
ばん

所
しょ

は 、保
ほ

健
けん

所
じょ

は 、市役所は の地図記号で示
しめ

され

ます。

問５　地形図は方位記号がない場合、北が

上になっています。

問６　県
けん

庁
ちょう

の東側に66mの標高点があり、

羽黒神社は260mの等高線付近に見られ

ますので、標高差は約200mとなります。

問７　福島駅で分
ぶん

岐
き

する山形新
しん

幹
かん

線
せん

は、福

島市から山形市などを通って新
しん

庄
じょう

市との

間を結んでいます。

問８　2014年の福島市の人口は約28万５ 

千人ですが、地形図から人口を読み取る

ことはできません。

問９　アは日本なし、イはさんま、ウはも

も、エはきゅうりです。

問10　アは福島市、イはいわき市、ウは

郡山市、エは会
あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市です。

問11　福島県では、会津若松市で生産さ

れている会津塗が伝統的工芸品に指定さ

れています。青森県弘前市では津
つ

軽
がる

塗
ぬり

、

岐
ぎ

阜
ふ

県美
み

濃
の

市では和紙、石川県輪島市で

は輪島塗が伝統的工芸品として生産され

ています。

2　�旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

～古
こ

墳
ふん

時代に関する歴史の問

題

問１　大陸にいたナウマン象の化石が日本

列島で発見されていることからは、数万

年前の日本列島が大陸の一部だったこと

が分かります。

問２　旧石器時代の石器は、主として石を

打ちかいてつくった打
だ

製
せい

石器です。縄
じょう

文
もん

時代になると、石を磨
みが

いてつくった磨
ま

製
せい

石器が広まりました。

問３　③群
ぐん

馬
ま

県の岩宿遺
い

跡
せき

で1946年に石

器が発見され、その後の学
がく

術
じゅつ

調
ちょう

査
さ

により、

その石器が旧石器時代のものであると確
かく

認
にん

されました。

　⑥三内丸山遺跡は青森県にある縄文時代

の遺跡で、計画的なむらづくりや栗
くり

の栽
さい

培
ばい

跡
あと

などが見られます。吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡は

佐
さ

賀
が

県、板付遺跡は福
ふく

岡
おか

県にある縄文時

代晩
ばん

期
き

から弥
やよ

生
い

時代にかけての遺跡、大

森は東京都にある貝
かい

塚
づか

が発見された遺跡

です。

問４（１）縄文時代になると動物の骨
ほね

や 

角、牙
きば

などでつくった、釣
つ

り針
ばり

や銛
もり

、鏃
やじり

などが使われるようになりました。

　（２）土
ど

偶
ぐう

は縄文時代につくられた土人

形で、栗などが多く収
しゅう

穫
かく

されることを願

ったり、魔
ま

除
よ

けや子孫の繁
はん

栄
えい

を祈
いの

ったり

するために使用されたのではないか、と

されています。

社会─解答と解説



問５　Ａ 縄文土器は弥生土器に比
くら

べて低

い温度で焼かれているため、こわれやす

いという特
とく

徴
ちょう

があります。

　Ｂ 赤かっ色の弥生土器は、縄文土器に

比べて高い温度で焼かれているなどの理

由から、薄
うす

手
で

で硬
かた

いという特徴がある土

器です。1884年に文京区弥生で最初に

発見されました。

問６　粘
ねん

土
ど

を焼いてつくった土器は、主と

して食べ物を煮
に

炊
た

きするためにつくられ

ました。

問７（１）田下駄はぬかるんだ水田に足 

がめりこまないようにはく下駄です。

　（２）高
たか

床
ゆか

（式）倉庫には、収穫した稲
いね

の穂
ほ

などを保
ほ

管
かん

しました。弥生時代の土

器などに多く描かれています。

問８　貧
ひん

富
ぷ

の差や身分の差が生まれるのは

弥生時代からで、豪
ごう

族
ぞく

が出
しゅつ

現
げん

し周囲のむ

らを従
したが

えていきました。イは公地公民制
せい

度
ど

のことで、律
りつ

令
りょう

による政
せい

治
じ

が行われる

ようになってからのことです。

問９　青
せい

銅
どう

は主に銅と錫
すず

からつくる合金で

す。

問10　『後
ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

には、後漢の光
こう

武
ぶ

帝
てい

が57年に金印を奴
なの

国
こく

王
おう

に与
あた

えたと記

されています。奴国は１世紀から３世紀

にかけて、現
げん

在
ざい

の福岡県博多地方にあっ

た小国で、金印には『漢
かんの

委
わの

奴
なの

国
こく

王
おう

』と刻
こく

されています。金印は1784年に福岡県

の志
し

賀
かの

島
しま

で発見されました。

問11　『魏
ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

には、卑
ひ

弥
み

呼
こ

という

女王が呪
じゅ

術
じゅつ

をもって邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

を治めてい

たことが記されています。邪馬台国はそ

の所
しょ

在
ざい

地
ち

をめぐって九州説と畿
き

内
ない

説に分

かれています。

問12　大
おお

阪
さか

府堺
さかい

市にある大
だい

仙
せん

古墳は、５

世紀頃
ごろ

築
ちく

造
ぞう

された全長約486mの日本最

大の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

です。江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳は熊
くま

本
もと

県、五
ご

色
しき

塚
づか

古墳は兵庫県、稲
い な り

荷山
やま

古墳

は埼
さい

玉
たま

県にあります。

問13　埴
はに

輪
わ

は古墳の上や周囲に並
なら

べられ

ている土
つち

製
せい

品
ひん

で、人や家、舟
ふね

をかたどっ

たものの他に円
えん

筒
とう

形
けい

のものなどがありま

す。

問14　アは高
こう

句
く

麗
り

、イは百
くだ

済
ら

、ウは新
し ら ぎ

羅、

エは伽
か

耶
や

諸
しょ

国
こく

です。

問15　渡
と

来
らい

人
じん

とは４世紀ころからおもに

朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から日本に移
うつ

り住
す

んだ人々のこ

とです。渡来人により養
よう

蚕
さん

・漢字・儒
じゅ

教
きょう

や土木工事、機
はた

織
お

りの技
ぎ

術
じゅつ

などが日本に

伝えられました。うすときねで脱
だっ

穀
こく

する

技術は、弥生時代には日本に伝わってい

ました。

3　飛鳥時代～平安時代に関する歴史の問題

問１　推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

は593年に甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

を

摂
せっ

政
しょう

として、天皇と親
しん

戚
せき

の関係にあった

大臣の蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とともに政治にあたらせ

ました。

問２　冠
かん

位
い

十二階の制
せい

は、聖徳太子が603

年に設
もう

けた、家
いえ

柄
がら

にとらわれず才
さい

能
のう

のあ

る人などを朝
ちょう

廷
てい

の役人に取り立てるため

の制度です。

問３　聖徳太子らは607年に「日出づる処
ところ

の天子、書を日
ひ

没
ぼつ

する処の天子に致
いた

す・・・」と記された国書を小野妹子ら
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に託
たく

し、隋
ずい

の皇
こう

帝
てい

の煬
よう

帝
だい

に届
とど

けさせまし

た。この時留
りゅう

学
がく

生
せい

として同行したのが、

高
たか

向
むこの

玄
くろ

理
まろ

や南
みな

淵
ぶちの

請
しょう

安
あん

らです。菅
すが

原
わらの

道
みち

真
ざね

は

平安時代の人物で、894年に遣
けん

唐
とう

使
し

に任

命されましたが、航路の危
き

険
けん

性
せい

や唐の衰
すい

退
たい

などを理由に派
は

遣
けん

停止を求め、その結

果、遣唐使は停止されました。

問４　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

は聖徳太子らが607年に完成

させたと伝えられています。アは平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

、ウは唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金
こん

堂
どう

、エは東
とう

大
だい

寺
じ

大仏殿
でん

です。

問５　天
てん

智
じ

天皇の死後、弟の大
おお

海
あま

人
の

皇
おう

子
じ

と

子の大
おお

友
ともの

皇
おう

子
じ

の間で後
こう

継
けい

争いが起きまし

た。これが壬
じん

申
しん

の乱
らん

で、勝利を収
おさ

めた大

海人皇子が天
てん

武
む

天皇として即
そく

位
い

し、673

年から686年の間在
ざい

位
い

しました。

問６　大
たい

宝
ほう

律令は文
もん

武
む

天皇の命により、刑
おさ

部
かべ

親
しん

王
のう

や藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らがつくりました。

律令は古代の基
き

本
ほん

法典で、律は刑
けい

法
ほう

、令

は行
ぎょう

政
せい

法
ほう

・民法にあたります。

問７　文武・元正天皇の母である元明天皇

は、710年に平
へい

城
じょう

京
きょう

に遷
せん

都
と

しました。平

城京は唐
とう

の都の長安にならってつくら

れ、中央には南北に朱
す

雀
ざく

大路があり、道

路は碁
ご

盤
ばん

目
め

状
じょう

になっていました。北部に

は行政機関がおかれた大
だい

内
だい

裏
り

がありまし

た。

問８　聖
しょう

武
む

天皇の遺
い

品
ひん

を収
おさ

めた東大寺の正

倉院は、北倉・中倉・南倉に分かれ、北

倉・南倉が校
あぜ

倉
くら

造
づくり

となっています。校倉

造は、三角柱の角材を組み合わせて建
けん

築
ちく

する様式です。

問９　聖武天皇は仏
ぶっ

教
きょう

をあつく信
しん

仰
こう

し、仏

教によって国家を守ってもらうという鎮
ちん

護
ご

国家思想のもと、国ごとに国分寺を、

総
そう

国
こく

分
ぶん

寺
じ

として東大寺を建てそこに大
だい

仏
ぶつ

（盧
る

舎
しゃ

那
な

仏
ぶつ

）をつくりました。

問10　阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

は717年に遣唐使ととも

に留
りゅう

学
がく

生
せい

として唐にわたり、のち唐の高

官になりました。アは平城京の立
りっ

派
ぱ

な様

子をうたった「万葉集」に載
の

っている小
お

野
のの

老
おゆ

の歌、ウは万葉集に収められた防
さき

人
もり

の歌、エは藤原道
みち

長
なが

が三女の威
い

子
し

が後
ご

一
いち

条
じょう

天皇の皇
こう

后
ごう

となる日に詠
よ

んだ歌です。

問11　防人は全国の兵士から選ばれ３年

交代で九州防
ぼう

衛
えい

にあたる兵役で、武
ぶ

器
き

や

食料などは自分で用意しなければなら

ず、残された家族は働き手を失うことに

なるなど、農民にとって大変重い負
ふ

担
たん

と

なっていました。

問12　三世一身法では、新たに池や溝
みぞ

を

造
ぞう

成
せい

して開
かい

墾
こん

すれば、本人・子・孫（ま

たは子・孫・ひ孫）の三世代の私
し

有
ゆう

を、

旧
きゅう

来
らい

の池や溝を利用して開墾すれば本人

一代の私有を認
みと

めました。しかしこの法

の施
し

行
こう

によっても口分田の不足が解
かい

消
しょう

さ

れなかったため、聖武天皇は743年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

を発
はっ

布
ぷ

しました。この結果

貴
き

族
ぞく

や大寺院の私有地である荘
しょう

園
えん

が増
ぞう

加
か

していきました。

問13　風土記は国ごとの産物、伝説、自

然などをまとめた書物で、常
ひ

陸
たち

、出雲、

播
はり

磨
ま

、豊
ぶん

後
ご

、肥
ひ

前
ぜん

の５つの風土記が現
げん

存
そん

しています。万葉集は、仁
にん

徳
とく

天皇の代か

ら８世紀半ばまでの和歌約4500首が集

められた歌集で、大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

らが編
へん

さんし
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たものとされています。720年に成立し

た日本書紀には、神代から持
じ

統
とう

天皇まで

の歴史が記されています。古事記は712

年に成立した、神代から推
すい

古
こ

天皇までの

天皇や皇
こう

室
しつ

の伝
でん

承
しょう

などについて記された

書です。

問14　僧
そう

兵
へい

は平安時代後期、京都や奈
な

良
ら

の大寺院にいて大刀や長刀で武
ぶ

装
そう

した者

のことです。

問15　院
いん

政
せい

とは上
じょう

皇
こう

または法
ほう

皇
おう

が自分の

住まいで政治を行うことです。白
しら

河
かわ

上皇

は藤原氏の勢
せい

力
りょく

を抑
おさ

えるために、1086

年から43年間にわたって院政を行いま

した。

問16　 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は保
ほう

元
げん

の乱でともに戦った

源
みなもとの

義
よし

朝
とも

を平治の乱で討ち、その結果平

氏一門の地位と権
けん

力
りょく

は急速に上っていき

ました。1167年には武
ぶ

士
し

として初めて

太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

の地位に就
つ

きました。

問17　平清盛は現
げん

在
ざい

の神戸港の一部であ

る大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

を修
しゅう

築
ちく

して、積極的に宋
そう

との

貿
ぼう

易
えき

を行いました。

問18　平清盛は宋との貿易で宋
そう

銭
せん

や陶
とう

磁
じ

器
き

などを輸
ゆ

入
にゅう

しましたが、特に宋銭は大

量に輸入され、以後国内を流通する貨
か

幣
へい

の中心となりました。輸
ゆ

出
しゅつ

品
ひん

には硫
い

黄
おう

や

刀
とう

剣
けん

などがありました。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない　�
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合　�
…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
…－１点
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【解　説】

1　いろいろな動物についての問題

（1）グループＡのウミネコやペンギンは

鳥類、グループＢのカメやヤモリはは虫

類、グループＣのサメやマンボウは魚類、

グループＤのクジラやヤマネコはほ乳

類、グループＥのイモリやカエルは両生

類である。これら５つのなかまは、体を

支えるための背骨を持つという共通した

特ちょうがあり、セキツイ動物とよばれ

ている。

（2）水中にからのない卵をうむのは魚類

と両生類なので、グループＣとグループ

Ｅの２つが答えになる。

（3）乾そうするおそれのある陸上にから

のある卵をうむのは鳥類とは虫類なの

で、グループＡとグループＢの２つが答

えになる。

（4）鳥類とほ乳類は、まわりの温度（気温）

の変化によって体温が大きく変化してし

まうことを防ぐしくみを持つため、体温

はいつもほぼ一定の状態がたもたれてい

る。このような動物を恒
こう

温
おん

動物といい、

グループＡとグループＤが答えになる。

（5）鳥類・は虫類・ほ乳類は肺を持ち、こ

の中で空気中の酸素を血液に取りこみ、

かわりに二酸化炭素を放出している。こ

のように気体を交かんするしくみを肺呼

吸といい、グループＡ・グループＢ・グ

ループＤの３つの動物は一生肺呼吸を行

って生活している。一方、魚類はえらか

ら酸素を取りこむえら呼吸をしている。

また両生類では、生まれたばかりの水中

でくらすときにはえら呼吸をしている

が、十分に成長すると肺呼吸へ変化する。

（6）島全体のヤマネコに対する１回目に

ほかくした（印をつけた）ヤマネコの割合

は、数日後にほかくした30匹のヤマネ

コに対する印がついていたヤマネコの割

合とほぼ等しくなると考えられる。した

がって、島全体のヤマネコの数を□とす

ると、 10
□ ＝ 2

30 となり、□＝10×
30
2 ＝150（匹）と計算できる。

2　ばねののびと長さについての問題

（1）グラフを見ると、ばねＡに100gのお

もりをつるしたときには５cmのびるこ

とがわかる。ばねの長さは、ばねに何も

つるさないときの長さ（これを自然長と

いう）とのびた長さを合わせたものにな

るため、このときのばねＡの長さは、7

＋5＝12（cm）と求められる。

（2）グラフにより、ばねＢに20gのおもり

をつるすと３cmのびていることがわか

るが、ばねにつるしたおもりの重さとば

ねののびには正比例の関係があるため、

150÷20＝7.5（倍）となる150gのおもり

をばねＢにつるしたときののびは、3×

7.5＝22.5（cm）になり、ばねＢの長さは、

7＋22.5＝29.5（cm）と求められる。

（3）自然長が７cmのばねＢが16cmになっ

たことから、16−7＝9（cm）だけのびて

いることがわかる。ばねＢは、20gのお

もりをつるすと３cmのびる性質がある

ので、９cmのびたということは、20×
9
3 ＝60（g）のおもりをつるしたことと

同じであると考えられる。ここで、100g

のおもりはばねＢと台ばかりの２つによ
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って支えられているので、台ばかりが支

えている分の力の大きさは、100−60＝

40（g）になり、これが台ばかりのめもり

が示す値となる。

（4）図５のように２本のばねを直列につ

なぐと、このばね全体の自然長は7＋7

＝14（cm）になり、20gにつき1＋3＝4

（cm）ずつのびるようになる。このばね

に150gのおもりをつるすと、4× 150
20

＝30（cm）だけのびて、ばね全体の長さ

は、14＋30＝44（cm）になる。

（5）図６のように２本のばねと２個のお

もりをつなぐと、上のばねＡには60gの

おもりＣとおもりＤの重さの合計が、下

のばねＢにはおもりＤの重さだけがかか

る。ここで、おもりＤの重さが０gだと

すると、ばねＡの長さは7＋1×（60＋0）20
＝10（cm）で、ばねＢは７cmなので、ば

ね全体の長さが10＋7＝17（cm）となり、

おもりＤの重さが20gだとすると、ばね

Ａの長さは7＋1×（60＋20）20 ＝11（cm）

で、ばねＢの長さは7＋3× 20
20 ＝10

（cm）なので、ばね全体の長さが11＋10

＝21（cm）になる。このように、おもり

Ｄの重さを20g増やすとばね全体の長さ

が、21−17＝4（cm）ずつ長くなっている

ことから、ばね全体の長さが29−17＝

12（cm）長くなったのは、おもりＤの重

さが20× 12
4 ＝60（g）のときであると

わかる。

（6）ばねＡとＢを取りかえると、ばねＢに

は120gの重さがかかり、7＋3× 12020 ＝

25（cm）の長さになり、ばねＡには60gの

重さがかかって、7＋1× 60
20 ＝10（cm）

の長さになるため、このときのばね全体

の長さは、25＋10＝35（cm）と求められ

る。

3　流水のはたらきと地層についての問題

（1）目で見えないほど細かいつぶのねん

土（泥
どろ

）が固まってできた岩石がデイ岩、

直径が１mmほどの砂のつぶが固まって

できた岩石がサ岩、直径が２mm以上の

小石をふくむ岩石をレキ岩という。

（2）川から海へ流れ出た土砂のうち、つぶ

が大きくて重い小石は砂やねん土にくら

べてすぐ海底にしずんでいくため、下図

のようにつぶが大きくて重い小石は河口

に近い場所にたい積するが、つぶが小さ

くて軽いねん土（泥）は河口から遠くはな

れた場所まで流されてたい積する。この

ことから、レキ岩の層であるＤ層が最も

河口に近く浅い海底でたい積した層であ

ると考えられる。

（3）サンゴの化石は、あたたかく・浅く・

きれいな海に住むサンゴチュウの死がい

が固まってできたものである。

（4）近くの火山がふん火すると、風に流さ

れて運ばれた火山灰が大量にふり積も

る。この火山灰が地層の重みで固まって

できた岩石がギョウ灰岩である。

（5）はげしいしゅう曲などが起こって地

層の上下が逆転していなければ、下の層

ほど古い時期にたい積したものである。

河口 レキ 海面
砂 泥
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地層のすき間を進入してきたマグマが冷

えて固まったアンザン岩のＥ層は、Ａ〜

Ｄのすべての層を横切っていることか

ら、これがこの地層の中で最も新しい層

であることがわかる。

（6）曲がって流れる川の外側では、遠心力

（回転の中心から外側に向かってはたら

く力）が強くはたらいて川の内側よりも

流れが速くなる。すると、大雨のときな

どで川が増水したときには、図２のＢの

ような曲がった川の外側で川がはんらん

することがある。

（7）図２のＡのような曲がって流れる川

の内側では、比較的流れがおそくなって

たい積作用がはたらくため、小石や砂な

どの積もった川原になっていることが多

い。

（8）川の上流に見られる石は、どれも大き

くて角ばったものばかりであるが、流れ

る水の運ぱん作用によって下流へと流さ

れていく間に、石どうしが何度もぶつか

り合って割れたりけずられたりするた

め、角が取れて丸く小さな石になる。

4　植物の活動についての問題

（1）根・くき・葉を持つ植物では、根の先

から吸収した水と水にとけた肥料（養分）

を、くきの中の道管とよばれる管を通し

て葉へと運んでいる。したがって、赤い

インクがとけている水を植物に吸わせる

と、維管束の中でもくきの中心部に近い

部分を通る道管が赤くそまる。

（2）（1）で答えた道管が集まった部分を木
もく

部
ぶ

という。一方、葉で作られた栄養分（糖）

が流れる師管の集まりを師
し

部
ぶ

という。木

部と師部を合わせて維管束とよび、ホウ

センカのような双子葉類の植物では、形

成層にそうように丸く配置されている。

（3）バラ科のサクラやウリ科のツルレイ

シは、発芽のときに２枚の子葉を出す双

子葉類のなかまに入る。双子葉類の植物

はあみ目状に葉脈がのびる網状脈の葉を

持つものが多いことだけでなく、根に主

根と側根が見られたり、くきの中に形成

層があるという特ちょうをもつ。

（4）葉のうらに多く見られるＡのような

すき間を気こうという。２つの孔
こう

辺
へん

細胞

によって作られるこのすき間の広さを変

化させることによって、植物体内の水分

量を調節している。

（5）植物が気こうから水蒸気を空気中に

放出するはたらきを蒸
じょう

散
さん

（作用）という。

このはたらきは、気温が高いときなどで

さかんになる。

（6）葉緑体を持つ植物に十分な光を当て

ると、呼吸よりも光合成の方を多く行う

ようになるため、水にとけにくい酸素が

発生してくる。

（7）光合成は、水と二酸化炭素を原料とし

てでんぷんと酸素をつくるはたらきであ

る。植物はこのようにしてつくったでん

ぷんを栄養として、活動したり成長した

りしている。

（8）茶かっ色をしているヨウ素液をやわ

らかくした葉にたらすと、でんぷんがあ

る部分で青むらさき色に変化する。（8）

の実験で、つみ取った葉を温めたアルコ

ールに入れたのは、葉の色をうすくする
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ことによってヨウ素液の色の変化を見や

すくするためである。

（9）図４のＣは、葉に銀色のアルミニウム

はくをかぶせることによって光が当たら

なくなる。このようにして、光の条件だ

けを変えて実験したときに、Ｂの部分だ

けででんぷんがつくられたことから、植

物が光合成を行うためには葉に光を当て

ることが必要であるといえる。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがって
��いない場合・・・不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��・・・－１点
・�文章表現の不備がある場合
��・・・－１点

理科─解答と解説



え
て
い
ま
す
。
き
っ
と
あ
の
先
生
を
見
る
た
び
に
、
そ
ん
な
不
安

が
心
を
よ
ぎ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

問
五　

こ
の
前
後
に
「
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
彼か
の

女じ
ょ

は
急
に
キ
ッ
と
し
て

私
を
に
ら
み
つ
け
」
と
か
「
憤ふ
ん

然ぜ
ん

と
し
て
い
う
の
で
あ
る
」、
あ
る

い
は
「
彼
女
は
ま
た
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
キ
キ
ー
ッ
と
声
を
出
し
」

な
ど
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
こ
の
教
師
が
ひ
ど
く
腹は
ら

を
立
て
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
た
ん
に
筆
者
が
そ
の
教
師
と
は

ち
が
っ
た
考
え
を
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
筆
者
が
、
そ
れ
ま
で

の
そ
の
教
師
が
ほ
こ
り
に
し
て
い
た
も
の
、
だ
い
じ
に
し
て
い
た
も

の
を
否ひ

定て
い

す
る
よ
う
な
こ
と
を
言
い
放
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
も
し

か
し
た
ら
、
彼
女
自
身
、
結け
っ

婚こ
ん

も
で
き
ず
、
子こ

供ど
も

も
持
て
な
か
っ
た

か
ら
こ
そ
、
深
く
考
え
も
せ
ず
、
か
ん
た
ん
に
結
婚
し
た
く
な
い
と

か
、
子
供
も
嫌
い
だ
と
い
う
小こ

娘む
す
め

に
腹
が
立
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
こ
の
教
師
は
な
ん
と
か
し
て
小
娘
の
考
え
が
ま
ち

が
っ
て
い
る
こ
と
を
な
っ
と
く
さ
せ
よ
う
と
、
ツ
ネ
コ
を
利
用
し
て

あ
れ
こ
れ
と
、
自
分
の
考
え
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

問
六　

ツ
ネ
コ
に
つ
い
て
は
「
カ
マ
ト
ト
の
ツ
ネ
コ
」
と
か
「
や
た
ら

と
先
生
に
と
り
入
る
の
が
う
ま
く
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
筆
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
と
き
の
ツ
ネ
コ
は
「
先
生
に
と
り
入

る
」
た
め
に
、
わ
ざ
と
相
手
の
よ
ろ
こ
び
そ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
ツ
ネ
コ
は
ず
る
い
奴や
つ

、

イ
ヤ
な
奴
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

問
七　
「
キ
ャ
ラ
コ
さ
ん
」
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
筆
者
に
変
化

が
表
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
男
性
の
ね
ら
い
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
筆
者
自
身
に
自
分
を
み
つ
め
て
ほ
し
か
っ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

問
八　

ま
だ
実
現
し
て
も
い
な
い
こ
と
を
あ
て
に
す
る
こ
と
を
「
と
ら

ぬ
た
ぬ
き
の
皮
算
用
」
と
い
い
ま
す
。

問
九　
「
見
栄
っ
ぱ
り
の
女
っ
て
嫌
で
す
よ
ね
ぇ
」
と
、
筆
者
が
あ
る

中
年
男
性
に
語
り
か
け
る
の
は
、
す
い
ぶ
ん
時
間
が
経
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
筆
者
は
ま
だ
中
学
生
で
し
た
が
、
こ
れ
以

後
は
大
人
に
な
っ
た
筆
者
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

�　

三
字
熟じ
ゅ
く

語ご

の
知
識
を
問
う
問
題
で
す
。

　

①�　
「
門
外
漢
」
と
は
専せ
ん

門も
ん

家
で
は
な
い
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

②�　
「
一
目
散
」
と
は
わ
き
め
も
ふ
ら
ず
に
走
り
去
る
よ
う
す
を
い

い
ま
す
。

　

③　
「
筆
不
精
」
と
は
あ
ま
り
手
紙
を
出
そ
う
と
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

④　
「
下
馬
評
」
は
世
間
で
の
評
判
の
こ
と
で
す
。

　

⑤�　
「
高
飛
車
」
は
頭
ご
な
し
に
相
手
を
威い

圧あ
つ

す
る
さ
ま
で
す
。
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�　

群む
れ

よ
う
こ
の
「
鞄か
ば
ん

に
本
だ
け
つ
め
こ
ん
で
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

筆
者
は
中
学
時
代
の
家
庭
科
の
教
師
と
気
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
教
師
を
長
い
あ
い
だ
嫌き
ら

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
男
性
か
ら

「
キ
ャ
ラ
コ
さ
ん
」
と
い
う
本
を
す
す
め
ら
れ
て
、
読
ん
で
み
る
と
、
し

だ
い
に
い
ま
ま
で
と
は
ち
が
っ
た
考
え
方
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ラ
コ
さ
ん
」
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
自
分
と
い
う
も

の
が
わ
か
っ
て
き
て
、
な
ぜ
自
分
が
あ
れ
ほ
ど
家
庭
科
の
教
師
を
嫌
っ
た

の
か
も
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
し
た
。

問
一　

前
後
の
関
係
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ�　

し
ま
い
に
と
い
う
意
味
で
「
と
う
と
う
」
を
入
れ
ま
す
。「
ま
す

ま
す
」
は
、
も
と
も
と
そ
う
だ
っ
た
の
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
…
…
と

い
う
と
き
に
使
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
筆
者
に
は
タ
タ
キ
を
つ
く
る

気
は
な
か
っ
た
の
で
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、
ま
っ
た
く
タ
タ
キ
ら
し

く
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　

Ｂ�　

そ
れ
と
な
く
感
じ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、「
う
す
う
す
」
を
入

れ
ま
す
。

　

Ｃ�　

そ
れ
ま
で
も
嫌
い
だ
っ
た
の
が
、
そ
の
一
件
以
来
、
い
っ
そ
う
嫌

い
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、「
ま
す
ま
す
」
が
入
り
ま
す
。

問
二　

次
の
よ
う
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
。

　

ａ�　

話
の
枕
に
す
る
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
話
を
す
る
と
き
に

い
つ
も
そ
の
前
置
き
に
語
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
先
生
は
自
分

が
お
茶
の
水
女
子
大
で
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
得
意
で
な
ら
な
い
の

で
、
な
に
か
と
「
あ
た
く
し
が
学
び
ま
し
た
お
茶
の
水
女
子
大
で
は

…
…
」
と
い
わ
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

ｂ�　
「
我わ

が
意
を
得
た
り
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
思

っ
て
い
る
こ
と
を
相
手
が
み
ご
と
に
言
い
当
て
て
く
れ
た
と
き
の
よ

ろ
こ
び
を
表
現
し
た
こ
と
ば
で
す
。

問
三　

こ
の
し
ば
ら
く
あ
と
に
「
寝ね

巻ま

き
の
よ
う
な
浴
衣
姿す
が
た

で
」
と
い

う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
「
浴
衣
と
い
う
よ
り
も
寝
巻
き
だ

っ
た
」
と
い
う
こ
と
ば
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

問
四　

そ
の
教
師
の
こ
と
を
ど
ん
な
ふ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
。
探さ
が

し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

１�　
「
着
て
い
る
服
は
さ
す
が
に
素
敵
だ
な
と
思
っ
た
が
、
な
ん
せ

根
性
が
悪
か
っ
た
」、「
お
ま
け
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
」、「
十
分
単
位

で
性
格
が
豹ひ
ょ
う

変へ
ん

す
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
目
を
つ
り
あ
げ
て

わ
め
い
た
り
す
る
の
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
だ
か
ら
で
す
。

　

２�　
「
キ
ャ
ラ
コ
さ
ん
」
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
筆
者
が
ど

ん
な
思
い
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。「
人

を
見
下
し
た
り
バ
カ
に
し
た
り
す
る
こ
と
」
が
な
い
キ
ャ
ラ
コ
さ

ん
に
対
し
て
、
筆
者
に
は
復ふ
く

讐し
ゅ
う

鬼き

的
な
と
こ
ろ
や
意い

地じ

汚き
た
な

い
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
も
あ
の
教
師
の
よ
う
に
真
性
見

栄
っ
ぱ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
に
お
び

2
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問
五　

平ひ
ら

井い

さ
ん
が
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、「
牛
乳
パ
ッ
ク
を
教
材
に
し

な
が
ら
、
出
会
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
を
紹し
ょ
う

介か
い

し
、
そ
の
人
と
思
い
を
共

有
で
き
た
喜
び
を
語
っ
て
い
た
の
で
す
」、「
紙
を
す
く
道
具
を
と
も
に

探
し
、
つ
く
る
、
で
き
た
は
が
き
を
人
に
出
す
…
…
そ
ん
な
こ
と
を
語

り
あ
う
」
の
部
分
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
け

で
運
動
を
判
断
す
る
筆
者
と
は
、
ま
っ
た
く
異こ
と

な
っ
た
、
自
然
保
護
に

た
ず
さ
わ
る
よ
ろ
こ
び
や
そ
の
経
験
を
語
る
平
井
さ
ん
の
思
い
が
多
く

の
人
々
を
動
か
し
た
の
だ
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

問
六　

ア
は
原
料
が
取
れ
る
上
流
、
イ
は
使
用
後
の
も
の
た
ち
が
流
れ
て

い
く
下
流
を
表
し
ま
す
。
ウ
と
エ
に
は
反
対
の
こ
と
ば
が
入
る
と
わ
か

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ウ
は
ゴ
ミ
に
な
っ
た
も
の
た
ち
の
行
く
先
で
す
か

ら
、
見
た
く
な
い
下
流
で
す
が
、
し
か
し
、
自
然
界
に
お
い
て
は
す
べ

て
の
も
の
は
循じ
ゅ
ん

環か
ん

し
て
い
ま
す
の
で
、
ウ
の
下
流
は
同
時
に
別
の
と
き

に
は
原
料
を
生
み
だ
す
上
流
と
も
な
る
の
で
す
。
だ
か
ら
エ
は
上
流
で

す
。
な
に
も
か
も
下
流
に
お
し
つ
け
る
と
、
そ
の
下
流
が
上
流
と
な
っ

て
し
っ
ぺ
が
え
し
を
く
ら
う
と
い
う
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
上
流
が

入
る
の
は
、
ア
と
エ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
七　
「
学
者
」
と
い
う
こ
と
ば
に
注
目
す
る
と
、「
学
者
は
、
い
っ
て

い
る
人
の
思
い
や
お
か
れ
て
い
る
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を
捨し
ゃ

象し
ょ
う

し
て
、
理り

屈く
つ

上
成
り
た

つ
か
、
効
果
が
あ
る
か
と
い
う
観
点
で
評
価
し
ま
す
」
が
見
つ
か
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
人
間
の
生
活
の
上
で
た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
で
あ
る

「
思
い
」
や
「
状
況
」
を
切
り
捨
て
て
考
え
て
い
る
の
で
す
。
ひ
と
り

の
人
間
に
と
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な

く
、
な
ぜ
、
そ
の
こ
と
に
う
ち
こ
ん
だ
の
か
、
ど
れ
ほ
ど
の
思
い
を
も
っ

て
打
ち
こ
ん
だ
の
か
も
だ
い
じ
な
の
に
学
者
は
そ
れ
を
見
よ
う
と
は
し

な
い
と
い
う
の
で
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
八　
「
割
り
ば
し
と
同
じ
よ
う
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
運
動
も
…
…
」

と
い
う
こ
と
ば
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
よ
り
も
前
に
は
「
割
り
ば

し
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
よ
り
あ
と
に
は
「
牛
乳
パ
ッ
ク

回
収
運
動
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
す
ぐ

に
「
割
り
ば
し
と
ち
が
っ
て
回
収
を
訴う
っ
た

え
た
の
で
…
…
」
に
目
が
い
き

ま
す
。
少
し
前
の
段だ
ん

落ら
く

に
「
割
り
ば
し
を
紙か
み

袋ぶ
く
ろ

に
入
れ
て
い
る
か
…
…
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
ま
で
は
割
り
ば
し
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
段
落
か
ら
「
牛
乳
パ
ッ

ク
回
収
運
動
」
に
話
題
が
移
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
ま
す
。

問
九　

前
半
は
お
も
に
「
割
り
ば
し
不
使
用
運
動
」
が
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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【
解　

説
】

　

�　

森も
り

住ず
み

明あ
き

弘ひ
ろ

の
「
環か
ん

境き
ょ
う

と
つ
き
あ
う
50
話
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
前
に
、
割わ

り
ば
し
は
森
林
を
破は

壊か
い

す
る
か
ら
、
割
り
ば
し
は

や
め
よ
う
。
出
か
け
る
と
き
に
は
自
分
の
は
し
を
持
ち
歩
い
て
、
食
堂
で

は
自
分
の
は
し
を
使
お
う
と
い
う
運
動
が
さ
か
ん
に
な
り
ま
し
た
。
実
際

に
は
割
り
ば
し
の
た
め
に
森
林
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、

日
本
の
林
業
を
守
る
た
め
に
は
割
り
ば
し
は
た
い
せ
つ
な
も
の
だ
っ
た
の

で
す
が
、
け
っ
き
ょ
く
日
本
の
割
り
ば
し
産
業
は
お
と
ろ
え
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
牛ぎ
ゅ
う

乳に
ゅ
う

パ
ッ
ク
は
だ
い
じ
な
紙
資し

源げ
ん

な
の
で
、
き
ち
ん
と
洗あ
ら

っ

て
、
た
ば
ね
て
回か
い

収し
ゅ
う

し
よ
う
と
い
う
運
動
も
さ
か
ん
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
で
も
牛
乳
パ
ッ
ク
を
回
収
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
運
動
も
森
林
の
保
護
に
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
そ
ん
な
運
動
は
ま
っ
た
く
む
だ
だ
っ
た
の
か
、

筆
者
は
そ
の
観
点
か
ら
、
二
つ
の
運
動
を
と
り
あ
げ
て
、
独
自
の
視し

点て
ん

か

ら
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

問
一　

次
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
ば
に
な
り
ま
す
。

　

ａ�　
「
心
を
痛い
た

め
る
」
と
い
い
ま
す
。「
胸む
ね

を
痛
め
る
」
な
ど
も
同
じ

意
味
の
こ
と
ば
で
す
。

　

ｂ�　
「
目
に
と
め
る
」
と
い
い
ま
す
。
ふ
と
見
つ
け
た
場
合
な
ど
に
使

い
ま
す
。

　

ｃ�　
「
手
に
入
れ
る
」
と
い
い
ま
す
。
自
分
の
も
の
に
す
る
と
い
う
意

味
で
す
。

　

ｄ�　
「
水
を
さ
す
」「
水
を
か
け
る
」
な
ど
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

な
人
の
い
き
お
い
を
そ
ぐ
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
、
じ
ゃ
ま
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

問
二　
「
製
紙
業
界
に
寄
生
し
て
、
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
こ
と
ば
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
割
り
ば
し
を
寄
生
さ
せ
て
い
る
製
紙

業
界
が
、
割
り
ば
し
の
宿
主
な
の
で
す
。
お
そ
ら
く
製
紙
用
の
チ
ッ
プ

を
運
ん
だ
あ
と
で
、
そ
の
中
か
ら
一
部
を
割
り
ば
し
用
に
利
用
し
て
い

る
の
で
、
割
り
ば
し
の
材
料
は
た
だ
で
運
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。

問
三　

も
と
も
と
筆
者
は
割
り
ば
し
が
日
本
の
森
林
を
破
壊
し
て
い
る
な

ど
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
割
り
ば
し
不
使
用
運
動
を
評

価
し
て
い
る
の
は
、
筆
者
の
中
に
「
評ひ
ょ
う

論ろ
ん

す
る
だ
け
で
な
く
、
行
動
す

る
の
は
よ
い
こ
と
で
す
」と
い
う
考
え
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

後
半
の
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
運
動
に
関
連
し
て
、
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か

だ
け
で
評
価
し
よ
う
と
す
る
自
分
自
身
を
反
省
し
、
森
林
を
守
ろ
う
と

す
る
人
々
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い
を
だ
い
じ
に
し
よ
う
と
主
張
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、た
と
え
方
法
は
ま
ち
が
っ
て
い
て
も
、

割
り
ば
し
不
使
用
運
動
を
通
じ
て
森
林
を
守
ろ
う
と
す
る
ひ
と
り
ひ
と

り
の
思
い
を
だ
い
じ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま

す
。

問
四　

こ
の
「
不
信
」
と
は
森
林
の
仕
事
に
従じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
る
人
た
ち
が
、

都
市
住
民
に
対
し
て
抱い
だ

い
た
「
不
信
」
で
す
。
都
市
住
民
は
な
に
も
わ

か
っ
て
い
な
い
の
に
よ
け
い
な
こ
と
を
す
る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

同
じ
こ
と
が
「
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
溝み
ぞ

が

で
き
が
ち
で
す
」
と
い
う
部
分
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
溝
」
と

は
、
考
え
方
や
も
の
の
見
方
の
へ
だ
た
り
を
表
し
て
い
ま
す
。

1
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